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１．まえがき

ＣＡＬＳ検討部会の電子調達ワーキンググループにおいては、電子カタログ検討グループを

設置し、購買、積算、設計、施工等の業務分野で今後、利用の拡大が予想される電子カタログ

について、より利用者ニーズを取り入れた利便性の高いものにしていくための検討を進めてい

る。

現段階では建設産業に関係した電子カタログの数は少なく、業務で実用的に利用する段階に

達していない。そこで、現状での電子カタログ利用状況と現存している電子カタログについて

の意見を取り纏めるためにアンケートを実施した。現存の電子カタログとして、建設資材デー

タの電子化に先進的に取り組んでいる財団法人経済調査会の｢建設資材データベース｣を検討対

象とした。

本報告書は、建設各社から収集されたアンケート結果を分析、評価したものである。

２．アンケートの目的

①現状のカタログ利用状況の把握

②「’９９建設資材データベース（CD-ROM版）」の利用評価

③電子カタログの将来像についての意見収集

３．アンケートの概要

設問（１）：現状のカタログ利用について

カタログの依頼先、入手方法、保管方法等についての現状調査

設問（２）：「’９９建設資材データベース（CD-ROM版）」について

CD-ROM 及びホームページで公開されている「 '９９建設資材データベース」（財団法人

経済調査会）についての操作方法及びデータ内容の評価

設問（３）：電子カタログの将来像について

建設業界において利用される電子カタログについての要望や展望の収集

４．アンケート対象会社

対象会社　：　社団法人 日本土木工業協会　CALS 検討部会構成会社　56 社

対象部門　：　積算、購買、設計、作業所の各部門

回答会社　：　51 社

５．アンケート期間

平成１１年３月１日～３月２３日
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６．電子カタログアンケート結果

６．１　回答者分析

（１）回答者内訳　（部門別）

　

・ＣＡＬＳ検討部会の会員５６社に対してアンケート回答を依頼した。その結果５１社より述

べ２０９件の有効回答を得た。内訳は作業所が３３％、購買・積算・設計がほぼ２２～２３％

でほぼ同比率であった。

（２）回答者内訳　（年齢別）

（　全　体　）

回答者部門内訳
Ｎ＝２０９

購買
22%

積算
23%設計

22%

作業所
33%

回答者年齢別内訳(全体)

40歳代
53%

50歳代
14%

30歳代
30%

20歳代
3%
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（　部門別　）

　

・２０９人の回答者を年齢別に見ると、４０歳代が５３％と一番多く、３０歳代　３０％、５

０歳代　１４％、２０歳代　３％の順である。

・設計部門においては比較的若い世代（２０～３０歳代）が回答者の半数を占めているが、他

の部門では４０歳代以上が過半数である。アンケート回答者に対する役職の制限は設けてい

ない。

（３）回答者内訳（パソコン経験年数別）

（　全　体　）

回答者年齢別内訳（部門別）

2%

2%

2%

6%

31%

13%

48%

30%

57%

41%

55%

11%

28%

9%

9%

56%
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35%

6～10年
38%

11～15年
19%

16年以上
8%
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（　部門別　）

　

・２０９人のパソコン経験年数は、平均８．５年であった。６～１０年が一番多く ３８％、

続いて５年以下で ３５％、１１～１５年 １９％、１６年以上 ８％の順である。

・部門別では、設計で経験年数が多い人が見られ、１１年以上が半数を占めた。積算では１１

年以上が３２％と続く。逆に購買では１０年以下が９０％以上でパソコン経験年数が最も低

い。作業所では８０％強が１０年以下であった。

・前問で２０、３０歳台が半数を占める設計部門では、約９０％がパソコン経験６年以上であ

る。

・回答者全体の平均は、作業所の年齢別内訳にほぼ近い。

   

回答者パソコン経験年数別内訳

57%

35%

11%

38%

35%

33%

39%

45%

9%

20%

41%
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６．２　設問別分析

（１）　設問（１）現状のカタログ利用について
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１）どのような部署からカタログ依頼がありますか？

（　全　体　）

・４部門全体では、作業所が一番多く ３４％、設計、積算　２４％、購買 １８％の順である。

（　部門別　）

（１－１） カ タ ロ グ 依頼
＜積算部門＞

購買部門
17%

自部門
33%設計部門

21%

作業所
29%

（１－１） カ タ ロ グ 依頼
＜購買部門＞

自部門
28%

積算部門
25%

設計部門
19%

作業所
28%

カ タ ロ グ 依頼（全体)

購買
18%

積算
24%

設計
24%

作業所
34%
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・部門別では購買部門を例にとると、自部門からの依頼が２８％、他部門からが７２％となっ

た。他部門からの依頼では、作業所 ２８％、積算 ２５％、設計 １９％の順になった。

・購買部門や積算部門では業務の内容を反映して、他の部門からの依頼がほぼ平均化している。

一方、設計部門や作業所では自部門での利用が約半数を占めており、特に、設計部門におい

ては作業所からのカタログ依頼が他部門の２倍近い値となっている。

・（その他）として、「営業部門」、「発注者」、「機電部門」という回答が１５件あった。

（１－１） カ タ ロ グ 依頼
＜作業所＞

購買部門
15%

積算部門
21%

設計部門
18%

自部門
46%

（１－１） カ タ ロ グ 依頼
＜設計部門＞

購買部門
10%
積算部門
18%

自部門
40%

作業所
32%
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２）資機材に関する調査やカタログの入手はどのように行っていますか？

・入手方法別に見ると、４部門全体では、電話（メーカー）が最も多く回答数の２８％、続い

て電話（代理店）２７％、積算資料・建設物価 ２２％、他部門 １６％、ホームページ ７％

の順である。現状では、日頃付き合いのあるメーカーや代理店に電話をして調べてもらうと

いう利用が大勢（５５％）を占めている。

・電話利用は、購買、作業所の順に多い。部門によって利用の差異が見られ、積算資料の利用

では積算、作業所、設計、購買の順、ホームページの利用では設計、購買、積算、作業所の

順となっている。

・パソコンの経験年数を反映して、設計部門はホームページへの依存度が高くなっている。一

方、作業所では、ネットワーク整備が遅れているため、ホームページ利用は活発ではない。

・（その他）として、「専門雑誌」という回答が１件あった。

（１－２）調査及びカタログの入手方法

0%

10%

20%

積算資料・建設物価

ホームページ

電話（メーカー）電話(代理店）

他部門

購買 積算 設計 作業所 全体
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３）カタログの用途は何ですか？

※全体は、作業所と同比率である

・４部門全体では、製品特性比較が３４％と最も多く、使ったことのない商品の知識 ３１％、

姿図等の図面利用 ２１％、メーカー連絡先 １４％の順である。

・部門別には特に差は見うけられない。製品特性比較と商品知識は約１／３づつとなっており、

カタログの主な用途である。

・図面利用では設計、作業所と購買、積算で若干の差がある。

・（その他）として、「価格」、「実績」という意見が６件あった。

（１－３）カタログの用途

0%

10%

20%

30%

40%
製品特性比較

商品知識

連絡先

図面利用

購買 積算 設計 作業所
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４）資機材カタログをどのように保管していますか？

・４部門全体におけるカタログの保管の現状では、紙での保管が８９％と圧倒的に多く、紙＋

データベース（電子化）は僅かに１１％であった。

・ペーパーレスには程遠い実体ではあるが、データベース利用も１０％程度あり、今後の電子

媒体やパソコン普及により自ずと紙のみでの保管は減って行くことと思われる。

・また、購買、積算、設計、作業所別に見ても保管形態に差はなかった。

５）カタログの最新版管理はどのような方法で行っていますか？

（１－４）カタログの保管

紙で保管
89%

紙＋デー
タベース
11%

（１－５）最新版管理

定期的
9%

その他
6%

随時
85%
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・カタログの最新版管理の方法では、随時が８５％と多く、定期的更新は９％である。

・各メーカー等のカタログ改定時期はまちまちであり、定期的な更新は現実的には困難である。

６）利用頻度が高いカタログは何ですか？

利用頻度の高いカタログについては、製品を縦軸にポイント数（優先順位が高い順に 7、6、

５、・・・のポイントウェイトを与え、集計）を横軸にグラフ化した。

（　全　体　）

・４部門全体では、コンクリート二次製品 ９８４ポイント、仮設材 ７４３、一般土木材 ６

２１、鋼材 ４９３、上下水道用材 ４９０、鋼材二次製品 ４５５、…等が多く使われてい

る。これら６種類のカタログが全体の６８％を占めている。

※以下、各部門別のグラフでは、縦軸の製品の順序は全体に対するグラフと同様とした。

（１－６）よく使うカタログて（全体）

984

743
621

493

490
455

301
227
223

203
176

155
111
106

96
91

54
37
16
13

0 200 400 600 800 1000 1200

ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品
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鋼材二次製品

機械設備資材

橋梁・河川・港湾用材
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ｾﾒﾝﾄ・生ｺﾝ・骨材

建築資材

造園・公園施設用材

ｺﾝｸﾘｰﾄ混和剤

電気設備資材

非鉄金属

塗料・接着剤

木材

環境・教育・医療

ポイント
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（　部　門　別　）

・コンクリート二次製品、上下水道用材、鋼材二次製品、一般土木用材、仮設材、鋼材が多い。

特にコンクリート二次製品はその製品種類数が多いことより、参照されるケースも多い。

　

・コンクリート二次製品は他部門と同じく突出しており、仮設材、上下水道用材、一般土木用

材、鋼材二次製品、鋼材と続いている。

（１－６）よく使うカタログ
＜購買部門＞

223
108
108
105

152
130

48
51
58

33
33
30
47
39
33
17
22
5
1
2
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建築資材

造園・公園施設用材

ｺﾝｸﾘｰﾄ混和剤

電気設備資材

非鉄金属

塗料・接着剤

木材

環境・教育・医療

ポイント

（１－６）よく使うカタログ
＜積算部門＞
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・コンクリート二次製品がトップであることは他部門と変りないが、全体的に際立った特徴は

ない。

・購買部門や積算部門と比較して、仮設材や鋼材関連の割合が高くなっている。

・コンクリート二次製品と仮設材、一般土木用材が際立って多い。また、上位７分野が大部分

を占めていることが、他部門にはない特徴である。

（１－６）よく使うカタログ
＜設計部門＞
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（１－６）よく使うカタログ
＜作業所＞
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（２）　設問（２）実際の電子カタログについて



16

１）今までに電子カタログを使ったことはありますか？

・４部門全体で見ると、使っているは全体の３％と極めて少ないが、試験的使用も入れると使

用経験が３６％を占めた。一方、まったく知らない人が１／４程度（２６％）であった。

・「試験的に使った」、「使っている」が３６％と少ないのは、電子カタログの歴史が浅く、利

用価値の高い電子カタログがあまりないという現状を表している。

・「全く知らない」では、作業所が３８％と多く、購買、設計、積算の順である。「使っている」

では、購買・積算で４％と非常に少ない状況である。作業所では８０％が未経験と答えてい

る。

・電子カタログの絶対数が少ないことが全体的な認識率を下げているものと思われる。

（２－１）電子カタログの使用経験

全く知らない
26%

知っているが
使ったことが
ない
38%

試験的に
使った程度
33%

使っている
3%

（２－１）電子カタログの使用経験
＜部門別＞
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34%

42%

30%

46%

40%

18%

4%

4%

2%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

購買

積算

設計

作業所

全く知らない 知っているが使ったことがない

試験的に使った程度 使っている
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※対象とした電子カタログは、添付されたＣＤ－ＲＯＭ或いはホームページから回答者が選

択するかたちとした。また、それぞれのデータベースの登録データ内容は同じである。

２）検索スピードについて　（操作性）

・電子カタログの使用経験により回答が異なることが予想されたため、設問２－１により（知

らない、使ったことがない）［上段］と（試験的に使用、使っている）［下段］に分けた。

・ＣＤ－ＲＯＭで検証した人のうち、知らない（使ったことがない）グループでは「満足」が

４８％に対し、試験的使用（使っている）グループでは「満足」が３１％に減り、「遅い」

が４％に増えている。使っている人の評価のほうがより厳しい傾向にある。

・同様にホームページでは、「満足」１１％が０％となり、「遅い」が１７％増加（３３％→５

０％）するなど、ＣＤ－ＲＯＭの場合より、さらに顕著な傾向が見られた。

※尚、ホームページでの検索については、平成 11 年 3 月末にバージョンアップされ、検索ス

ピードはアンケート時点と比較して、約２倍に高速化されている。

対象電子カタログ

CD-ROM
74%

ホームペー
ジ
26%

（２－２）検索スピード

48%

31%

11%

0%

52%

65%

56%

50%

0%

4%

33%

50%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

上段：電子カタログを知らない、使ったことがない
下段：　〃　を試験的に使用、使っている 満足できる まあまあ 遅い
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３）検索項目数について　（多面検索性）

■商品・工法検索（．．．大分類、中分類、品目、所在地、製品区分、商品工法品目名）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では、５３％が満足、少ないが４２％、非常に少ないが５％である。

・ホームページ検証では、３３％が満足、少ないが５４％、非常に少ないが１３％と、全体的

に満足度が低下している。

・ＣＤ－ＲＯＭとホームページのデータベースに収録されているデータ数は同一であるが、ホ

ームページを利用した回答者が低い評価を与えている。これは、他のホームページと比較し

た結果で答えているとも考えられる。

■企業検索（．．．企業名、業態、所在地）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では、商品・工法検索より満足できるが４％低下し（５３％→４９％）、

ホームページ検証では逆に５％上昇（３３％→３８％）している。

・この設問でも、ホームページで回答した方の評価はＣＤ－ＲＯＭよりも厳しい。

（２－３）検索項目数
＜商品・工法＞

53%

33%

42%

54%

5%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない

（２－３）検索項目数
＜企　業＞

49%

38%

43%

52%

8%

10%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない
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■商品ファイル検索（．．．大分類、中分類、商品工法品目名）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では、企業検索よりもさらに低下し、満足できるが３９％であり、インタ

ーネット検証でも同様に､満足できるが１９％に減っている。

・この設問でも、ホームページで回答した方の評価はＣＤ－ＲＯＭよりも厳しい。

４）よく使いそうな（使っている）項目について　（多面検索性）

・４部門全体として、商品・工法インデックスと資機材・工法インデックスがそれぞれ４０％

程度と多く、商品ファイルは１６％と少なく、企業情報は３％と極めて少なかった。

・カタログに近い商品ファイルよりもインデックス情報に関心が高い。現状、商品ファイル自

体の数が少ないことが、商品ファイルに対する期待を少なくしていることは否めない。

（２－３）検索項目数
＜商品ファイル＞

39%

19%

52%

77%

9%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない

（２－４）よく使いそうな項目

企業情報
3%

商品・工法ｲﾝ
ﾃﾞｯｸｽ
41%

資機材・工法
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ
40%

商品ﾌｧｲﾙ
16%
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５）データ内容について　（網羅性）

■商品・工法情報（．．．品目、商品工法名、問い合わせ先、ＴＥＬ、製品区分）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では「少ない」と「非常に少ない」で６１％を占め、不満足な印象が強い。

・ホームページ検証では、逆にＣＤ－ＲＯＭ検証より若干満足度が上回った。

■企業情報（．．．企業名、所在地、ＴＥＬ、ＦＡＸ、業態、ＵＲＬ、ＩＳＯ9000ｓ・14000、

名称、区分、都道府県）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では６９％が満足しているのに対して、ホームページ検証では４４％が満

足しているにとどまっている。

・企業情報としては、電話、担当者、所在地等の一般的な項目で満足できるため、評価も概ね

良好である。

（２－５）データ内容
＜商品・工法情報＞

39%

43%

55%

53%

6%

4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない

（２－５）データ内容
＜企業情報＞

69%

44%

25%

53%

6%

2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない
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■商品ファイル情報（．．．商品概要（現行のカタログ（紙）の内容をイメージとして表示）

・商品・工法情報よりかなり不満足が多くなっている。ＣＤ－ＲＯＭ検証では満足が２９％、

ホームページ検証では満足が２４％である。

・商品ファイルの内容の評価が低いのは、カタログのイメージよりはむしろ商品の詳細なデー

タ（諸元、特徴等）を利用したいというユーザーの考えによるものと思われる。

（２－５）データ内容
＜商品ファイル情報＞

29%

24%

50%

63%

21%

13%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

満足できる 少ない 非常に少ない
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６）将来的に必要と思われる検索機能や項目について（　拡張性・将来性）

以下の意見は、「’９９建設資材データベース（CD-ROM 版）」に対する意見である。

①意見の整理

回答の寄せられた意見を下記の表に纏めた。

・分類の◎印は特に関連が高いと思われる項目、○印は関連があると思われる項目を示した。

・意見は、なるべく原文のまま掲載することとしたが、性質上データベースを見ながらでな

ければ意味がよく判らない事項が多かったため、そのような意見は内容を整理し補足した

上で掲載した。

・意見の下の、（括弧）書きはアンケート主催者側で更に補足したものである。

表－６．１　自由意見一覧表（１／４）

分 類

検 索
方法・

画 面
の 改

善・拡
張

電 子
メ ー

ル・ホ
ー ム

ペ ー
ジ へ

の リ

ンク

デ ー
タ 登

録 件
数 の

拡大

デ ー
タ 項

目・内
容 の

充実

写真・
イメー

ジ デ
ー タ

の 拡
充

ＣＡＤ
の 活

用 推
進

単価デ
ータの

利用促
進及び

積算資
料・建

設物価

とのリ
ンク

意　　　　　　　　　　見

◎ ◎ ・現在の電子カタログでは、商品ファイルの絶対数が少なく実用的

でない。

◎ ◎ ○ ・技術情報や図面・写真の充実が望まれる。

◎ ・曖昧検索やＡＮＤ・ＯＲ検索が可能で、ヒットする確率が高いこ

とが望まれる。

◎ ・検索結果から、再度絞込みできる機能が望まれる。

◎ ・データ内容が更に木目細かな区分で示されると、非常に実利的で

ある。

◎ ・工種別検索項目の充実を望む。

◎ ・資機材項目の細分化。

◎ ・商品項目複数検索。

◎ ・使用頻度の高い検索内容を記憶して（学習機能）、再度検索する

時に利用できるようにすると便利である。

◎ ・機能、使用目的からの検索機能の充実が望まれる。

◎ ・曖昧検索が必要。

◎ ◎ ・工法関係の資料の充実が望まれる。

◎ ・商品、工法、企業に分割した検索ではなく、単純検索｛語句の意

味による｝の方が扱いやすい。

◎ ・企業名の検索は正式企業名だけでなく、略字・略称等での検索も

可能になると便利である。

（例：東京製鐵㈱→「東京製鉄」では該当なしとなる。）

（例：（社）日本土木工業協会→土工協，　日本電信電話（株）→

ＮＴＴ　等略称での検索。）
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表－６．１　自由意見一覧表（２／４）

分 類

検 索
方法・

画 面
の 改

善・拡
張

電 子
メ ー

ル・ホ
ー ム

ペ ー
ジ へ

の リ

ンク

デ ー
タ 登

録 件
数 の

拡大

デ ー
タ 項

目・内
容 の

充実

写真・
イメー

ジ デ
ー タ

の 拡
充

ＣＡＤ
の 活

用 推
進

単価デ
ータの

利用促
進及び

積算資
料・建

設物価

とのリ
ンク

意　　　　　　　　　　見

◎ ・県単位に絞って検索を行った際の一覧画面の企業連絡先の電話

番号は、その県の営業拠点の電話番号を表示して欲しい。

（現状では、一覧画面から各企業毎の「企業情報」の中から更に該

当営業拠点を探さなければならない。）

◎ ・企業名検索で業態をもう少し細かく分けて欲しい。

◎ ・商品名検索で検索名の入力方法の説明文を同じ画面に入れて欲

しい。

◎ ・資機材工法検索で大分類・中分類の使い方を工夫してほしい。こ

のままでは、積算資料の本を開いて目次を見ながらの検索になっ

てしまう。

（本の「もくじ」「商品名50音索引」に該当するものが一覧できれ

ばよい。）

◎ ・資機材工法検索で大分類の選択項目に該当する中分類項目リス

トを同時に表示してほしい。

（現状では、大分類を選択しないと中分類以下が見えない。）

◎ ・ダイレクトな検索機能がほしい。

（商品・工法検索，企業検索，商品ファイル検索の上位に全ての項

目を網羅した検索機能がほしい。）

◎ ・企業検索で名前だけで検索できるようにしてほしい。

（企業名と同時に「業態」を選択するようになっているが、「全て

の業態」を選択することで同じ意味合いとなるのでほぼ満たして

いると思えるが）

◎ ・商品・工法検索の中の「商品・工法・品目名から」の検索、企業

検索では一覧リストから選べるようにして欲しい。

◎ ・検索方法によっては、該当なしが続く。また、大項目検索時デー

タ数が多すぎるとエラーとなる。50～100表示し、次ページにて

続行できる形が望ましい。

（現状では、検索該当件数が500件を超えるとエラーとなる。）

◎ ・施工の内容から、いろいろ絞り込んで商品を選択できるようにし

たらよい。

◎ ・検索した企業に対して、Ｗｅｂを使った見積依頼、発注依頼がで

きると便利である。

◎ ・メーカーのホームページにアクセスできるものが少ないため、Ｔ

ＥＬで連絡するしかない。
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表－６．１　自由意見一覧表（３／４）

分 類

検 索
方法・

画 面
の 改

善・拡
張

電 子
メ ー

ル・ホ
ー ム

ペ ー
ジ へ

の リ

ンク

デ ー
タ 登

録 件
数 の

拡大

デ ー
タ 項

目・内
容 の

充実

写真・
イメー

ジ デ
ー タ

の 拡
充

ＣＡＤ
の 活

用 推
進

単価デ
ータの

利用促
進及び

積算資
料・建

設物価

とのリ
ンク

意　　　　　　　　　　見

○ ○ ・インターネットでの検索は時間がかかるのでCD-ROMでの検索を

メインとし、新規追加データのみインターネットにアクセスする

ようなシステムが望ましい。

◎ ・現場事務所ではインターネット環境を確保することが現在では

困難であるが、いずれは整ってくるので、読み書き媒体と通信で、

常時更新されたデータを保持できると考えている。

◎ ・詳細なデータまで入手しようとは思わないが、できるだけ多くの

企業・製品のデータが欲しい。

◎ ・掲載企業、商品のデータ件数を増やす。

◎ ○ ・商品ファイルが極端に不足しており、単なる電話帳になりかねな

い。

◎ ・データの拡張（あらゆる分野のデータ収集）が望まれる。

◎ ・工法等の詳細が欲しい。

◎ ・曖昧検索が必要。

◎ ・工法関係の資料が少ない。

◎ ・工法、商品の特性等を詳細に明示してもらいたい

◎ ・新商品を販売しているメーカー・企業名の検索、また、新工法の

開発・施工企業の検索が早くできることが望まれる。

（「早く」の意味は、検索方法のことか、発売・開発からデータベ

ースに反映されるまでの時間のことかが不明であるが、いずれに

も解釈できる。）

◎ ・設計部門として知りたいのは商品の機能、寸法、重量、コスト等

の商品概要であるが、これらがほとんど示されていない。

○ ◎ ◎  ・また、上記を活用した設計・計画を行うには商品のＣＡＤデー

タ等も必要である。現状では、知りたい商品を取り扱っている企

業の連絡先を一覧で見るだけになってしまう。

◎ ◎ ○ ・仕様、図面等のデータの充実が望まれる。

◎ ◎ ○ ・商品、工法等の名称や問い合わせ先だけでなく、その概要や仕様

（、図面、写真）までも検索できたほうが良い。

◎ ◎ ○ ・材料承認にそのまま使用できるような資料の拡充が望まれる。

○ ◎ ・写真による製品の識別ができるとよい。

○ ◎ ・カタログの写真が取り出せると便利。

○ ◎ ・写真数の増加が望まれる。（容量に問題があるならＤＶＤで）

○ ◎ ○ ・イメージデータの充実が今後、必要に思われる。
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表－６．１　自由意見一覧表（４／４）

分 類

検 索
方法・

画 面
の 改

善・拡
張

電 子
メ ー

ル・ホ
ー ム

ペ ー
ジ へ

の リ

ンク

デ ー
タ 登

録 件
数 の

拡大

デ ー
タ 項

目・内
容 の

充実

写真・
イメー

ジ デ
ー タ

の 拡
充

ＣＡＤ
の 活

用 推
進

単価デ
ータの

利用促
進及び

積算資
料・建

設物価

とのリ
ンク

意　　　　　　　　　　見

○ ◎ ・ＣＡＤデータの充実が望まれる。

○ ○ ◎ ・図形データによる製品の識別ができるとよい。

○ ○ ◎ ・カタログの図面が取り出せると便利。

○ ◎ ○ ・商品検索時にその商品の概略が分かるようにその商品の代表的

な略図を載せて欲しい。

◎ ・単価について調べられると良い。そうでなければ使う意味がな
い。

◎ ・商品の標準単価が記載されている方が良い。

○ ◎ ◎ ◎ ・図形データ・写真による製品の識別とその単価データが欲しい。

◎ ・建設物価版とのリンク。

◎ ・価格表（建値、実勢）。

◎ ・積算資料とのリンク。

◎ ・設計単価を入れる。

◎ ・商品ファイルの単価情報（詳細）の明記。

◎ ・積算資料、単価データへのリンクを可能として欲しい。

◎ ・設計価格の公開。

◎ ・価格情報。

◎ ・単価がほしい。

◎ ・単価も入れてほしい。

◎ ・商品・工法で、参考単価が出ている企業も一部あるが現状では少
なすぎる。

○ ◎ ・カタログに対応した単価リストと内容更新機能（単価）が欲しい。

◎ ・単価データとのリンクが可能ならＣＤ－ＲＯＭのような読み込
み専用メディアではなくＣＤ－ＲＷやＤＶＤ等を考えてはどう

か。

◎ ・商品の単価が欲しい。

◎ ・施工規模に応じたコスト（材工共あるいは別）が欲しい。

○ ○ ・製品と関連規準（ＪＩＳなど）とのリンク、工法と安全衛生則と
の関連など。

○ ○ ・代理店・商社関連検索情報など。

○ ◎ ・最近、新素材（カーボンファイバー等）仕様が含まれる工事が多々
出件されており、商品説明については、インターネットで探して

いるが、単価の表示がされていないので、おおよその単価を掲示

して欲しい。
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②意見の分析

「’９９建設資材データベース（CD-ROM版）」（財　経済調査会）に対する、改善意見を

整理すると以下の通りである。

◆全　般

・単価データとのリンクを是非、実現して欲しい。

・工法関係のカタログが欲しい。

◆商品ファイル

・商品ファイルの情報が極端に不足しており、早急に登録数を増やして欲しい。

・商品ファイルの中で技術情報や図面（ＣＡＤ）・写真をより充実させて欲しい。

◆検索方法

①次検索結果から、２次、３次検索により絞り込む方法のほうが類似製品等の見極め等に

も活用できる。

②「この名称は製品名なのか、工法名なのか、企業の呼称であるのかわからない場合が多

い」等の理由で、商品、工法、企業それぞれ独立に検索条件を与えるのではなく、全体

で語句検索できるとよい。

③新製品を販売しているメーカー、企業名、また、新工法の開発、施工企業の検索ができ

るようにして欲しい。

④略語、略称で語句検索したい。（新日鉄、ＮＴＴ、土工協 etc）

⑤企業情報から県に所在する連絡先を探すのではなく、はじめから県単位の検索結果が欲

しい。

⑥資機材工法検索で大中小分類全体に対する語句検索が必要である。現状では、どの分類

の下に該当する製品が入っているかわからない。

◆その他

・電子メールアドレスが埋め込まれていて、見積り依頼、発注依頼ができるとよい。

※尚、◆検索方法での改善意見は、アンケート回答者の要望をそのまま掲載した。しかし、

これらの要望について当ＷＧで検証した結果、①と④以外はシステムの検索条件の入力方

法を理解することで解決できる問題であった。本件については、（財）経済調査会にも確認

いただいた。
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７)ヘルプについて　（その他）

・ＣＤ－ＲＯＭ検証では、４４％が「充分」と答えたのに対して、ホームページでは「充分」

は１３％である。ヘルプはＣＤ－ＲＯＭの方が使いやすくできており、評価に表れている。

８）今後充実が望まれる図形ファイルについて

・この設問の回答者は１５８名であった。今後望まれる図形ファイルについては、建設機械が

最も多く ８２％（１２９名）、コンクリート二次製品、仮設材がそれに続いている。

・建設機械や仮設材は施工計画の施工順序図、設備配置図等に用いられるケースが多く、図面

としての利用価値は高い。コンクリート二次製品はその種類も多岐にわたるため、施工図に

用いる一般図として整備しておく必要がある。

（２－８）充実が望まれる図形ファイル

32
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3
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鋼材
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造園・公園施設用材

建設機械

道路用材

建築資材

その他

回答者数（／１５８名）

（２－７）ヘルプについて

44%

13%

40%

76%

16%

11%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

CD-ROM

ホームページ

充分である もう少し充実 あまり役立たない
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９）電子カタログはどのような媒体が便利と思われますか？

・インターネットが半数を超え最も期待されている。８０％以上が電子媒体を望んでいる。

１０）現在利用している他の電子カタログはありますか？

回答があった電子カタログは以下の通りである。

① 建設資材・工法ガイド（（財）建設物価調査会）　７名　（ＣＤ－ＲＯＭ）

② 建設用資材ハンドブック　新日本製鉄㈱　　　　 ２名  （ＣＤ－ＲＯＭ）

③ 建築・土木ソフト年鑑　　　 　　　　　　　　　２名　（ＣＤ－ＲＯＭ）

④ 土木工事積算標準単価平成１０年版　　　　　　 １名　（ＦＤ）

⑤ その他

・ 景観商品,オカモト

・ ORIX Rental Price List

（２－９）カタログ媒体

ＣＤ，ＭＯ
36%インターネット

51%

ほとんど使わ
ない
3% 本

10%
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（３）　設問（３）電子カタログの将来像について
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１）電子カタログを使うメリットは何であると思われますか？

・「ペーパーレス化」が６８％と最も多く、「机上でリアルタイム検索」が６１％、「単価・図

形データへのリンク」が５８％、「営業時間に無関係に検索」が５１％、「検索範囲の拡大」

が４４％、「メーカー交渉」が７％の順となっている。特に「単価・図形データへのリンク」

への期待が予想以上に高く、資機材に関する電子カタログの方向性を示していると思われる。

２）整備すべき電子カタログの範囲？

・整備すべき電子カタログの範囲については、「既製品全て」（時間がかかっても、全製品を網

（３－１）電子カタログのメリット

61%

51%

68%

7%

44%

58%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

机上でリアルタイム
検索

営業時間と無関係
に検索

ペーパーレス化

メーカーへのダイレクト交渉が可

検索範囲の拡大

単価、図形データへのリンク

回答者（有効202）に対する比率

（３－２）整備すべき電子カタログの範囲

27%

33%

71%

1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用頻度が
高い汎用品

特殊製品

既製品全て

電子化の必要なし

回答者（有効202）の比率
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羅すべき）が７０％を越えた。「特殊性品」（汎用品よりもむしろ特殊な商品を取り扱って欲

しい）が３３％、「利用頻度が高い汎用品」（利用頻度が高い汎用商品の分野についてのみ取

り扱えばよい）が２７％であった。

・網羅性が重要視されている結果となった。

３）電子カタログの提供方法？

　

・電子カタログの提供方法では、明確な区分は見られなかった。いずれも３０％前後であり、

実運用時期を迎えてから評価される内容であり、判断が難しい設問であった。

・将来的には、これら全てを網羅した提供方法「各メーカーのホームページにアクセスして、

製品毎に統一されたフォーマットで提供される検索結果一覧表から必要な図面や、文字情報

等をファイルで入手する」が望まれるわけであるが、それまでのステップが今後の検討課題

である。

（３－３）電子カタログの提供方法

35%

27%

38%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

各メーカーのホーム
ページにリンク

ファイルを受信で可

統一フォーマットで
参照すべき

回答者（有効194）の比率
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４）電子カタログを受け取る場合の形式？

　

・汎用アプリで作成されたデータとしてカタログの内容を利用したい（文書はＷＰ、図面はＣ

ＡＤ）が５３％、ＰＤＦ形式のように精細な印刷ができればよいが２５％、イメージスキャ

ナーで電子化されたカタログそのものが画面上で参照できればよいが２２％であった。

・データを加工できることに対する期待は大きい。

（３－４）電子カタログの受取り方法

22%

53%

25%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

画面上でカタログを
参照で可

ＷＰやＣＡＤファイル
で利用

ＰＤＦファイル

回答者（有効193）の比率
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５）要望事項

これらの要望は、これから整備すべき電子カタログ全体についての意見である。

①意見の整理

表－６．２　要望一覧表(1／２)

分　類 要望内容

ペーパーレス ・カタログを更新したり保存したりするので早く整備してくれればいい

・ＰＤＦを標準とし、図面部品はＣＡＤ化すべきと考える

・工法カタログを電子化して欲しい

地域性の濃い情報 ・ＣＤ－ＲＯＭの場合、全国的なカタログより西日本版、東日本版といった

ように地域性の濃い情報を入手できること

最新版の管理 ・ＣＤ－ＲＯＭ版最新版管理をいかに行うか？の場合

・更新情報（Version）の適正管理と周知方法の工夫

音声、動画の利用 ・動画や音声を入れたインタラクティブなもの

・動画や音声の採用と充実。今後、特に重要

検索方法の改善 ・同一用途品の性能比較、価格比較が可能な検索方法を取り入れてほしい

・知りたい商品のＫＥＹＷＯＲＤＳを複数示すことで、商品を限定できるよ

うな検索ができ、その商品と類似商品の比較等が一覧で見れるような表示が

できればよいと思う

・５００件を超えても表示できるようにしてほしい

・インデックス情報→各メーカーのホームページ→汎用データとして取り込

みが将来の姿ではないだろうか

データの標準化 ・製品分野別のカタログ標準フォーマットに内容を記載する形式があると利

用や分類がしやすくなる

・図面データのフォーマットを統一(*ｄｗｇ形式等）＊うまく開かないので

・知りたい商品のカタログを扱っている企業の検索は問題ないと思うが、カ

タログ自体の内容は結局企業のホームページに依存しているので、そこの部

分を今後どのように充実していくかが問題だと思う

追加して欲しい情報 ・各資材の業界の概要説明

・海外データの充実

・施工実績が欲しい

データの網羅性（データ

内容、登録数等）

・データを網羅して欲しい

・情報量を増やす

・データの全体量が把握できなければ検索する期待が持てない。検索で２～

３回無であれば通信代がもったいない。

・特殊な商品に絞って、情報量の充実を図る必要を感じている

・内容の充実（製品数等が少ない）

・汎用商品については代表的な商品について詳細な情報を掲載して欲しい。

特殊製品、新製品についての掲載内容はインデックス程度で良いが、性能、

特異性による検索が更に木目細かにできることが望ましい

・特殊工法・材料等汎用性のないものが実際には探しにくいのでカタログを

充実すれば利用頻度が増すと思われる

・商品の寸法・形状（数値で表示）

・現物写真掲載

・本ＣＤは企業紹介イメージが強く、本来必要とする商品内容が不足してい

る。利用者によって要求内容が異なる（積算では価格と通常商品）ので、切

り口を多くするか、一般的、総花的にするのか、コンセプトをはっきりして

欲しい
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表－６．２　要望一覧表(２／２)

分　類 要望内容

ＣＡＤデータの活用 ・全ての製品について、ＣＡＤデータ添付を望む

・ＣＡＤデータ等で汎用品については収集整理して、１つのファイルデータ

（各品目別）で見ることができれば便利だと思う

・ＰＤＦを標準とし、図面部品はＣＡＤ化すべきと考える

・図面データのフォーマットを統一(*ｄｗｇ形式等）＊うまく開かないので

・３次元ＣＡＤもあると便利だと思う

・使い勝手の良いｶﾀﾛｸﾞが欲しい。そのままCAD図面に取込めて、編集できるﾀ

ｲﾌﾟが良い。

単価データの活用 ・検索した工法・資材についての施工単価・資材については定価がわかるよ

うにして欲しい

・メーカー公表でよいから標準単価が必要

・単価データを表示して欲しい

・金額（単価）等の指示

・単価、歩掛を早急に整備して欲しい

・単価表示を明確にして欲しい

・単価が欲しい

・単価も入れて欲しい

積算資料等単価データと

のリンク

・単価データとのリンクをしないと価値が半減する

・電子カタログと建設物価・施工単価等とのリンクを早く進めて欲しい

拡張利用 ・現段階では、探すだけであるなら、本で探した方が早いし、便利だと思う。

これからの拡張性に期待する

・プリンタドライバをプリンタメーカーがホームページ等で配布しているよ

うに、工法、資機材等のメーカーがＰＤＦ等のカタログやＣＡＤによる図面

データをホームページ等で配布できるようになれば、かなり便利になると思

う

・ホームページ上での使用方法も含めて宣伝をした方がよい。インターネッ

トでの同時アクセス数を増やして欲しい。朝などつながりにくい

・利用者はインターネットから申し込めば、必要なCD-ROMのカタログが手に

はいるような仕組みになれば、電子カタログは普及する。インターネットは

接続する回線の状況によって、検索スピードが制約を受ける

・関連規準・指針・監督官庁などのリンクサイトの増強

・ダウンロード後の利用で、あらゆるアプリケーションにも対応できるよう

にして欲しい

・高網羅性、高検索性能、最新情報で無料
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②意見の分析

今後の電子カタログの方向性を検討するにあたり、「何をどのような方法でどこから探し出

すか」という観点から、要望一覧表の分類をさらに整理し、”商品データ”、”検索方法”、”提供

形態”に分類し一覧表にまとめた。一覧表の要望欄にはそれぞれの集約意見を大、中分類に対

応させ、配置した。配置にあたっては、左側の項目ほど”必要性が高く”、”早期に実現するこ

とが望ましい（可能）”ものと考えた。即ち、右側ほど、実現へのハードルが高いという意味で

ある。尚、一覧表の網掛け項目は、意見として多かったものである。

表－６．３　意見の分析表

大分類 中分類 要　　　望

データ全般 データ量の充実 カタログ標準フォ

ーマットの整備

地域性を考慮 各資材の業界

階層図

図面データ 全図面のＣＡＤフ

ァイル化とソフト

の統一

３次元ＣＡＤの整

備

単価データ 単価データとのリ

ンク

商品データ

※何を

工法データ 施工実績 写真、プロモーシ

ョンビデオ

汎用品 図面、出荷単位デ

ータ、地域データ

等の詳細が必要

汎用品のＣＡＤフ

ァイル化

検索方法

※どのよう

な方法で 特殊製品、新

製品

データの充実 目的とする製品と

その類似品

インデックス

情報と、性能

等による検索

ホームページ 全メーカーのホー

ムページでの情報

開示

各メーカのホーム

ページからカタロ

グ CD-ROM を申
し込めるような仕

組み

関連基準、指

針、監督官庁

のホームペー

ジへのリンク

提供形態

※どこから

取り出すか

CD-ROM 最新版管理

以上より、現段階でユーザーが望んでいる意見のうち、代表的なものは以下のようになる。

①電子カタログの最終的な姿は、インデックス情報から各メーカーのホームページへリンクす

る形態となろう

②各商品のカタログと標準単価データはリンクすべき

③汎用品と特殊製品の取扱いは分け、特殊製品の類似品まで検索できること
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７．まとめ

アンケートの各設問に対する回答の特徴をまとめると以下の通りである。

７．１　現状のカタログ利用状況の把握

設問（１）の各グラフに対するコメントで、重要と思われるものをまとめると以下の通りで

ある。

・カタログ利用は設計部門、作業所で多く、具体的に製品を利用する作業所と作業所の技術的

なフォローを行う設計部門（技術部門）とでカタログ情報の情報伝達が多い。特に代表的な

カタログ情報では不充分である作業所においては、特定製品や特殊製品に対するカタログが

必要となる。

・カタログ情報をメーカー他のホームページに求めるケースは回答全体の７％に過ぎず、メー

カーや代理店に電話問い合わせに頼っている。作業所においてもホームページにアクセスで

きる環境は整いつつあり、今後は、コンテンツ整備に関わる問題の解決を急がなくてはなら

ない。

・カタログの保管方法は紙での保管が約９０％であり、インデックス情報のデータベース化す

らままならない状態である。

・利用頻度が高い製品カタログは、コンクリート二次製品、仮設材、一般土木用材、鋼材、上

下水道用材、鋼材二次製品で全体の約７０％を占めており、今後、電子カタログを整備して

いく上で、優先的に取り組むべき製品である。

７．２　「’９９建設資材データベース（CD-ROM 版）」の利用評価

設問（２）の各グラフに対するコメントで、重要と思われるものをまとめると以下の通りで

ある。

・電子カタログの利用経験は約３０％と少なく、全く知らないが１／４強ということで電子カ

タログの認知度は低い。最も利用が期待される作業所においては約４０％が”全く知らない”

というのが現状である。

・ほとんどの回答者が（財）経済調査会の「積算資料」をベースにしたシステムを初めて使用

したためか、検索スピード、検索項目数ともに「満足」とその反対の「不満足」に意見が分

かれた。他に比較するシステムがなかったためにこのような結果となったと思われる。

・ＣＤ－ＲＯＭ、ホームページとも「積算資料」をベースに、データ数も同じデータベースシ

ステムを使用しているにも拘わらず、検索項目数、データ内容ともホームページでの評価は

ＣＤ－ＲＯＭと比較して低い。これは、ホームページで評価した回答者は、パソコンを長年

使っているパワーユーザーであるという解釈が成り立つとすれば、他のホームページ上での

検索システムと比較した場合の結果であると思われる。

・今後必要と思われる電子カタログ内のＣＡＤ図形ファイルの希望としては、建設機械、コン

クリート二次製品、仮設材が突出している。前設問の利用頻度が多い製品カタログではラン

クが低かった”建設機械”がトップである。計画・設計・施工図面においてＣＡＤ図面とし
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ての利用頻度が高いことから、一般のカタログ情報とは独立して、建設機械図面に特化した

電子カタログを用意しても利用価値がありそうである。

・将来的なカタログの形態としては、ＣＤ－ＲＯＭ、ＭＯ、ホームページ等の電子媒体を望む

声が圧倒的（８７％）であり、紙から電子媒体への移行が進めば、一気に利用環境が変わる

素地はある。

７．３　電子カタログの将来像についての意見収集

設問（３）の各グラフに対するコメントで、重要と思われるものをまとめると以下の通りで

ある。

・電子カタログの対象製品は”全品目”を網羅して欲しいという意見が多く（７１％）、「特殊

製品あるいは汎用品からとりあえず」という意見（２０～３０％）を圧倒している。分野別

に紙と電子媒体を使い分けることはしたくないと言う意見である。

・現状、電子カタログが少ないこともあって、電子カタログをどのように提供してもらいたい

かについては意見が分かれている。「メーカーの責任でメーカー独自のホームページへ掲載

すべき」、「インデックス情報から製品情報が入ったファイルを受け取れればいい」、「特定

の団体、機関が建設資材に関する電子カタログを統一フォーマットでまとめ、公開すべき」

とも３０％前後であり、意見としての方向性は見出せない。電子カタログを提供するインタ

ーフェースは、電子カタログの整備がデファクトスタンダードで浸透するのか団体等の統一

フォーマットで進むのかにより、その姿が明確になってくるものと思われる。

・一方、電子媒体としての受け取り方法では、「ワープロやＣＡＤファイルを使いたい」とい

う意見が、「ホームページ参照」や「ＰＤＦ参照」と比較して多い。即ち、「ホームページで

製品を絞り込み、その製品情報を確認した後に、加工が容易なファイル形式で製品情報をも

らいたい」という声に集約される。

７．４　建設資材データベース（CD-ROM 版）と全体に対する意見について

設問（２）および（３）における自由意見をまとめると以下の通りである。

（１）「’９９建設資材データベース（CD-ROM 版）」に対する要望

◆全　般

・単価データとのリンクを是非、実現して欲しい。

・工法関係のカタログが欲しい。

◆商品ファイル

・商品ファイルの情報が極端に不足しており、早急に登録数を増やして欲しい。

・商品ファイルの中で技術情報や図面（ＣＡＤ）・写真をより充実させて欲しい。

◆検索方法

①１次検索結果から、２次、３次検索により絞り込む方法のほうが類似製品等の見極め等

にも活用できる。
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②「この名称は製品名なのか、工法名なのか、企業の呼称であるのかわからない場合が多

い」等の理由で、商品、工法、企業それぞれ独立に検索条件を与えるのではなく、全体

で語句検索できるとよい。

③新製品を販売しているメーカー、企業名、また、新工法の開発、施工企業の検索ができ

るようにして欲しい。

④略語、略称で語句検索したい。（新日鉄、ＮＴＴ、土工協 etc）

⑤企業情報から県に所在する連絡先を探すのではなく、はじめから県単位の検索結果が欲

しい。

⑥資機材工法検索で大中小分類全体に対する語句検索が必要である。現状では、どの分類

の下に該当する製品が入っているかわからない。

◆その他

・電子メールアドレスが埋め込まれていて、見積り依頼、発注依頼ができるとよい。

※尚、◆検索方法での改善意見は、アンケート回答者の要望をそのまま掲載した。しかし、

これらの要望について当ＷＧで検証した結果、①と④以外はシステムの検索条件の入力

方法を理解することで解決できる問題であった。本件については、（財）経済調査会にも

確認いただいた。

（２）電子カタログ全体に対する要望

要望の中には、「’９９建設資材データベース（CD-ROM 版）」を意識した内容もあったが、

それらを総合してまとめると、現段階での電子カタログのあり方で留意すべき意見は、以下

の通りである。

詳細は、表－６．３を参照のこと。

①電子カタログの最終的な姿は、インデックス情報から各メーカーのホームページへリン

クする形態となろう

②各商品のカタログと標準単価データはリンクすべき

③汎用品と特殊製品の取扱いは分け、特殊製品の類似品まで検索できること
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８．　最後に

今回のアンケートは、建設ＣＡＬＳの中で電子調達の一つである電子カタログをテーマと

した研究のために、現状のカタログ利用について調査したものである。建設会社の購買、積

算、設計、作業所関係者の電子カタログへの理解度は低いものと予想されたため、「’９９建

設資材データベース（CD-ROM 版）」を題材にした部分も設け、具体性をもった形のアンケー

トとした。建設業界においてもインターネットのホームページにアクセスする機会は多くな

っているものの、カタログショッピングは別として、業務に直接役立つ電子カタログに対す

る認知度は、まだ全般的に低いという結果となっている。ある程度電子カタログに対する共

通認識が生まれてからこのようなアンケートを実施すれば、更に具体的な内容の設問と回答

が得られたものと思われる。今回の結果は電子カタロググループの研究成果の一つとすると

ともに、ご協力をいただいた（財）経済調査会の２０００年版以降の建設資材データベース

に反映していただけるよう、同調査会に報告済みである。

電子カタログは建設現場で利用される製品の見積り、発注、製作、納品、請求の基本デー

タとなる製品情報であり、製品コード化、ＣＡＤファイル、単価データ、見積り依頼先等、

他産業とのインターフェースも考慮したうえで成り立つものでもある。今後は建設業界での

意見を取り纏めるとともに他産業への働きかけも必要となってくるであろう。

最後に、今回のアンケートに「’９９建設資材データベース（CD-ROM 版）」の提供とご協

力をいただいた（財）経済調査会　様にこの場を借りて謝意を表します。
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資料－１

電子カタログアンケート（回答者への配布資料）
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電子カタログアンケートへのご回答に関して

１．電子カタログとは

電子カタログとは、各企業が取り扱う製品についての紹介を従来のパンフレット（紙）の代

わりにインターネットあるいは CD-ROM 等を利用し、電子的に行うものです。利用者は、パ

ソコンから様々な商品を容易に検索・閲覧できるメリットがあります。

２．アンケートの内容

設問（１）：現状のカタログ利用について

カタログの依頼先、入手方法、保管方法等についてお答え下さい。

設問（２）：実際の電子カタログについて

現在インターネット上で閲覧できる建設資機材データベースは経済調査会 (www.zai-

keicho.or.jp/plaza/index.html)、日経BP社(www.mediagalaxy.co.jp/nikkeibp/db/db.html)、

ビーイング(www.kensetsu.ne.jp/database/index.html)等がありますが、掲載資機材数等、

一番充実していると考えられる経済調査会の｢建設資材データベース｣を対象としまし

た。アンケート先各会社宛てにお送りしました CD-ROMもしくはインターネット上の「建

設資機材データベース」の内容をご覧いただいた上で、ご回答下さい。

CD-ROM のインストールは、挿入と同時に自動実行ファイルにより行われます。この

CD-ROM を回答者（購買、積算、設計、作業所）に順次回覧してご使用下さるか、イン

ターネットをご利用ください。

尚、「'99建設資材データベース」（財団法人　経済調査会）の CD-ROM版　並び

にホームページにつきましては、下記にお問い合わせていただいても結構です。

問い合わせ先：財団法人 経済調査会 企画部　高橋  純　部長

TEL：03-3542-6472  FAX：03-3542-9438

E-Mail：er251@zai-keicho.or.jp

設問（３）：電子カタログの将来像について

建設業界において利用される電子カタログについて要望や展望についてお答え下さい。

CD-ROM
「'99建設資材データベース」（財団法人　経済調査会）の CD-ROM版

インターネットでの URLはhttp://www.zai-keicho.or.jp/です

     ●けんせつ Plaza

　　　　　●建設資材 DB

　　　　　　　　●建設資材データベース（メーカー情報＋商品情報）
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３．アンケートの回答者

今回はカタログを利用する各部門での現状と利用効果等を調査することを目的としているた

め、お手数ですが、可能でしたら次の部門の方々に別々に回答していただくようにお願いいた

します。

・購買部門

・積算部門

・設計部門

・作業所

４．アンケートの回答方法及び提出期限

●回答方法

回答用紙（EXCEL95 ﾌﾞｯｸﾌｧｲﾙ）を添付しましたので、各部門毎に EXCEL のワークシート

（タグで区別）にご記入の上、電子メールにてご返送ください。

アンケート用紙（WORD95）に直接入力しないようにお願いいたします。

●提出期限

ご多忙の折り恐れ入りますが、3 月 23 日（火曜日）までに土工協事務局（橋本）宛てに「調

査票.xls」をメールにてお送りいただきますよう、お願いいたします。
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平成１１年　３月

電子カタログアンケート

設問（１）現状のカタログ利用について

１）どのような部署からカタログ依頼がありますか？

※自部門での必要性からの場合は自部門の番号を選択してください

①購買部門

②積算部門

③設計部門

④作業所

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　回答番号（優先順位の高い順に番号でお答え下さい　1,2,3…）

２）資機材に関する調査やカタログはどのように入手していますか？

①積算資料、建設物価等の資料

②メーカーのホームページ

③メーカーに直接電話

④代理店に直接電話

⑤他部門（購買、積算、設計、作業所）に電話

⑥その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　回答番号（優先順位の高い順に番号でお答え下さい　1,2,3…）

３）カタログの用途は何ですか？

①製品の特性比較

②使ったことがない商品知識

③メーカー連絡先

④姿図等の図面利用

⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　回答番号（優先順位の高い順に番号でお答え下さい　1,2,3…）

４）資機材カタログをどのように保管していますか？

①カタログ（紙）を保管

②カタログ（紙）の保管＋データベース管理（電子化）

③その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号
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５）カタログの最新版管理はどのような方法で行っていますか？

①定期的に行っている（頻度：　　ヶ月に１回）

②随　時

③その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

６）利用頻度が高いカタログは何ですか？

１ 鋼材 ２ ｺﾝｸﾘｰﾄ二次製品 ３ 上下水道用材 ４ 電気設備資材

５ 鋼材二次製品 ６ 仮設材 ７ 橋梁･河川･港湾用

材

８ 機械設備資材

９ 非鉄金属 10 木材 11 一般土木用材 12 環境･教育･医療

13 ｾﾒﾝﾄ･生ｺﾝ･骨材 14 塗料･接着剤 15 造園･公園施設用材 16 建機･石油製品･情報
他

17 ｺﾝｸﾘｰﾄ混和剤 18 道路用材 19 建築資材 20 工事費･労賃

　　　　回答番号（優先順位の高い順に番号でお答え下さい　７つ　）
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設問（２）実際の電子カタログについて

１）今までに電子カタログを使ったことがありますか？

①全く知らない

②知っているが、使ったことがない

③試験的に使った程度

④使っている

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

※以降は、CD-ROMもしくはインターネットで実際に電子カタログをご利用になった結果でお答

え下さい。

２）検索スピードについて　（操作性）

※CD-ROMかホームページの場合かを最初にお答え下さい

①満足できる

②まあまあ

③遅い

　　　　　　　　　　　　　　　　１．CD-ROM　2.ホームページ　　回答番号

３）検索項目数について　（多面検索性）

　■商品・工法検索　…　大分類、中分類、品目、所在地、製品区分、商品工法品目名

　　　①満足できる　②少ない　③非常に少ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

　■企業検索　　　…　企業名、業態、所在地

　　　①満足できる　②少ない　③非常に少ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

　■商品ファイル検索　…　大分類、中分類、商品工法品目名

　　　①満足できる　②少ない　③非常に少ない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

４）よく使いそうな（使っている）項目について　（多面検索性）

①商品・工法インデックス　　②資機材・工法インデックス　　③企業情報　　④商品ファイ

ル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

※　CD-ROMまたは、次のホームページでご覧いただける「建設資機材データベース」を対象としま

す。（http://www.zai-keicho.or.jp/plaza/index.html）尚、CD-ROM版とホームページ版では画面イメ

ージは異なりますが、検索方法、内容はほぼ同様です。
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５）データ内容について　（網羅性）

■企業情報　　　　　　…　企業名、所在地、TEL・FAX、業態、ＵＲＬ、ＩＳＯ9000s・14000

　　　　　　　　　　　　　名称、区分、都道府県、TEL

　　①満足できる　　②少ない　　③非常に少ない

　　④不足している項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

　■商品・工法情報　　　…　品目、商品工法名、問い合わせ先、TEL、製品区分

　　①満足できる　　②少ない　　③非常に少ない

　　④不足している項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

　■商品ファイル情報　　　　…　商品概要（現行のカタログ（紙）の内容をイメージとして表

示）

　　①満足できる　　②少ない　　③非常に少ない

　　④不足している項目（　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

６）将来的に必要と思われる検索機能や項目について　（拡張・将来性）

ご自由にご意見をお書き下さい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

７）ヘルプについて　（その他）

①充分である

②もう少し充実して欲しい

③あまり役立たない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号
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※インターネット上のホームページ版の「建設資材データベース」には試験的に図形データも電

子カタログの一部分として収録してあります。次の設問にはこれについてですが、専門的な質問

ですので可能な方のみお答え下さい。

（最初に Autodesk社のホームページ(www.autodesk.co.jp/a_cad/whip/whip.htm)から whipとい

う Plug-in をダウンロードしインストール後ご利用下さい。資機材・工法検索で「ＣＡＤデータ」

にチェックを入れて検索ボタンをクリックすると、３社のブルドーザの図面ファイル（ＤＷＦ、

ＤＷＧ形式）名が表示され、ダウンロードできます）

８）今後充実が望まれる図形ファイルについて

①鋼材　　②コンクリート二次製品　　③上下水道用材　　④鋼材二次製品　　　⑤仮設材

⑥造園・公園施設用材　　⑦建設機械　　⑧道路用材　　⑨建築資材

⑩その他 　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号（複数可）

９）電子カタログはどのような媒体が便利と思われますか？

　①本が便利　　②ＣＤが便利　　③インターネット（ホームページ）が便利

　④ほとんど使わない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号（複数可）

１０）現在利用している他の電子カタログはありますか？

　　もし、現在お使いの電子カタログがあれば、お答え下さい。（建設関連以外でも可）

　　　ＣＤ－ＲＯＭ：名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ホームページ：URL（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　：URL（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　：URL（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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設問（３）電子カタログの将来像について

１）電子カタログを使うメリットは何だと思われますか？

①外出せずにリアルタイムに製品情報を検索・入手できる

②時間を気にすることなく、夜間・休日など企業の活動時間以外でも利用できる

③ペーパーレスにより書類や保管スペースが大幅に削減できる

④製品についての感想をメーカーにダイレクトに伝えることができる

⑤いろいろな分類体系により検索が容易になる

⑥単価データや図形データとのリンクが期待できる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号（複数可）

２）整備すべき電子カタログの範囲？

①利用頻度が高い汎用商品の分野についてのみ取り扱えばよい

②汎用商品よりもむしろ特殊な商品を取り扱って欲しい

③時間がかかっても、全製品を網羅すべき

④電子化する必要はない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号（複数可）

３）電子カタログの提供方法？

①ホームページ上に公開されたインデックス情報から、各メーカーのホームページにリンクす

る程度でよい

②詳細情報が入ったファイルをＦＴＰや電子メール等で受信できればよい

③統一したフォーマットでWeb上で参照できることが必要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

４）電子カタログを受け取る場合の形式

①イメージスキャナで電子化されたカタログそのものが画面上で参照できればよい

②汎用アプリで作成されたデータとしてカタログの内容を利用したい（文章はＷＰ、図面はＣ

ＡＤ）

③ＰＤＦ形式のように精細な印刷ができればよい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回答番号

５）要望事項

今後整備すべき電子カタログについて要望事項があれば、記述願います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ご協力ありがとうございました


